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研究成果の概要（和文）：本研究は、関連する実践がある中国都市部の地域コミュニティ「社区」で取り組んで
いる住民の情報伝達の仕組みを明らかにするために現地で情報収集を行った。住民情報の伝達システムの共通基
盤として、社区における「グリッド化管理」、拠点となる施設、ソーシャルワーカーの役割があげられる。その
ほか、社区に根付いている共産党組織や社区の形成時期や住宅形態による住民層の違いなども考察する際の重要
な参考要素であることが指摘できる。

研究成果の概要（英文）：In this stady,gathered information on the site to clarify the mechanism of 
the information transmission of the residents working in the local community "urban district" in the
 urban area of China with related practices. As a common foundation of the community information 
communication system, "gridization management" in the company district, the facility serving as the 
base, the role of social worker can be mentioned. In addition, it can be pointed out that it is an 
important reference factor in considering the time of formation of the Communist Party organization 
and the company district rooted in the company district and the difference of the residents' 
population due to the housing form.

研究分野： 社会福祉
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
高齢者や障がい者が住み慣れた地域で暮

らし続けることの実現には、地域福祉におけ
るコミュニティケア、ローカルガバナンス、
住民組織活動、社会福祉専門職の役割等は重
要な論点となる。しかし、地域福祉における
これらの構成要素を地域レベルで展開する
際、地域住民の生活状況の把握と住民から支
援へのアクセスの双方向において、地域レベ
ルの情報伝達システムが不足している。IT 技
術の進行により情報が溢れる現代社会では、
如何に個人情報を守りながら、地域コミュニ
ティという小地域の中で住民の情報を管理
し伝達するシステムを形成していくのかは、
地域コミュニティレベルで高齢者や障がい
者を含めて、一人ひとりの住民の生活ニーズ
に対応し、住み慣れたまちで暮らせるために
解決すべき重要な課題となっている。 
このような課題の解決策を模索するため

に、研究代表者は 2006 年より、継続してき
た中国都市部の地域コミュニティに関する
研究調査を行なってきた。 
 中国では、1980 年代から始まった「改革
開放」政策の実施より、経済成長を実現して
きたとともに、高齢化社会から高齢社会への
移行、障がい者の地域生活の実現、都市部の
失業者の増加、都市部と農村部の貧困者への
生活保障等の様々な社会問題が生じている。
また、中国都市部における様々な社会問題は
都市部を構成する地域コミュニティに集中
しており、「社区｣と呼ばれる地域コミュニテ
ィが取り組む問題ともなっている（中国語の
中の「社区」という言葉は、1930 年代に英
語の「community」から訳された言葉で、今
日の中国都市部における地域を基盤とする
福祉サービス供給の地域を指す）。中国政府
は都市部で生じた社会的諸問題に対応する
ために、社会保障制度の再編を行ないながら、
1980 年代後半より、コミュニティケアやコ
ミュニティづくりが中心となった社区福祉
を推進してきた。研究代表者が 2006～2014
年の間、中国都市部の社区における生活問題
の発見や解決に関する機能について、中国で
の現地調査を行ってきた。調査結果から、中
国都市部における社区福祉の構成要素は、日
本の地域福祉における構成要素であるコミ
ュニティケア、ローカルガバナンス、住民組
織活動、社会福祉専門職の役割等と重なる部
分が多いとのことを明らかにしてきた。した
がって、本研究は、日本の小地域における住
民情報の伝達問題の解決策を探るために、日
本への応用を中国都市部の社区福祉におけ
る住民の情報伝達システムの具体的な仕組
みを明らかにしていく。とりわけ、情報保護
という「規制」の部分、および必要な情報へ
のアクセスという「流通」の部分を機能させ
る仕組みを明らかにする。本研究で用いる住
民情報とは、住民の基本属性に関する情報と
住民の必要な情報の双方が含まれる。 
 

２．研究の目的 
昨今の日本社会では、日常の支援において

も災害対策の一環としても、地域住民の生活
ニーズの把握と住民からの支援へのアクセ
スの双方向において、地域レベルの情報伝達
システムの構築が求められる。本研究は、中
国の地域コミュニティ「社区」で行なわれて
いる情報伝達システムを日本の地域コミュ
ニティで応用する視点を用い、地域コミュニ
ティにおける住民の情報伝達システムの構
築を目的にする。その方法として、「規制」
と「流通」の 2 つの要素に着目し、小地域に
おける住民の情報伝達システムを通して、①
住民の福祉サービスへのアクセシビリティ、
②行政・NPO・住民によるガバナンス、③住
民組織活動、④社会福祉援助専門職の側面か
ら検討を行う。 

 
３．研究の方法 
 本研究は、中国都市部の社区へ訪問し、社
区居民委員会、「社区服務センター」や「社
区服務ステーション」（ワンステップサービ
スに近いサービス提供拠点）の責任者、ある
いは職員に対するインタビューを通して、社
区の概要を紹介していただいてから、ニーズ
に対応するサービスを提供するために、住民
の情報をどのように把握しているのか、住民
が知りたい情報を住民側からどのようにア
クセスするのか等について、情報収集を行な
った。 
 中国の北京市、長春市、南京市にある数ヵ
所の社区を訪問した。訪問先は、大きく分け
ると、住民自治組織と呼ばれる「社区居民委
員会」と、住民の不便を解消するサービスを
提供する「社区服務センター」、「社区服務ス
テーション」の 2種類となる。訪問先の受け
入れ体制により、数日間か連続して同じ社区
に訪問することを受け入れてくれる社区も
あれば、2 時間の見学とインタビューを行っ
て情報を収集した社区もある。また、南京市
では、社区を訪問し、社区居民委員会の主任
や住民と座談会および社区活動展示室の見
学を通して、社区の概況や住民活動の取り組
みなどについて把握した方法も用いた。 
 
４．研究成果 
１）社区を訪問して事例収集を通して明らか
にしたこと 
（１）住民情報の伝達システムの共通基盤 
①社区における「グリッド化管理」 
 2004 年あたりに、北京市では都市管理の中
に「グリッド化管理」が導入され、その後全
国の都市部に広がった。1 つの社区をいくつ
かの小地域に分けて、住民自治組織や住民の
中の協力者によって、社区内の住民に関する
諸々な情報を把握し、ソーシャルワーカーと
呼ばれる専門職によって管理されている。1
つの社区をいくつかの小地域に分けられて
いるが、ここでいう「小地域」はその社区の
住宅の形態によって異なる。平屋地域では、



戸数で分けることがあるが、集合住宅が集中
している地域では、建物１棟で 1つの小地域
に分けられることもあれば、建物 1棟の中に
2 つの小地域に分けることもある。この「グ
リッド化管理」が社区に根付いている実態に
ついて、本研究で訪問した北京市、長春市、
南京市の社区の中、いずれの社区においても
確認することができた。「グリッド化管理」
の仕組みでは、社区居民委員会の役員、社区
服務センターか社区服務ステーションのソ
ーシャルワーカー（職員）がそれぞれに担当
する小地域に対し、定期的に担当地域に出向
いたり、日ごろに協力してくれる住民と連絡
を取ったりして、把握している情報を更新す
るなど取り組んでいる。 
また、「グリッド化管理」を活用して、北

京市の N 社区と B 社区、長春市の C 社区と D
社区では、具体的に住民に関するどのような
情報をどなたがどのように把握しているの
かについて把握することができた。 
例えば、北京市の N社区と長春市の C社区

では、住民の個人情報に関するシートを作ら
れている。長春市の D社区では、把握してい
る住民の個人情報をデータ化し、社区服務セ
ンターの職員の中で共有できるように IT シ
ステムが作られている。それらの情報にアク
セスできるのは、この社区服務センターに配
置されているソーシャルワーカーのみであ
る（ただし、ここのソーシャルワーカーと呼
ばれる職員はソーシャルワーカー国家資格
を取得していなくてもソーシャルワーカー
と呼ばれている）。アクセスする際、パスワ
ードを求められ、アクセスするパソコンは社
区服務センター内のパソコンからのみと設
定とされている。 
 
②都市部社区の中の拠点となる施設 
 本研究で訪問した北京市、長春市、南京市
の社区ではいずれも拠点となる建物がある。
地域によって、社区居民委員会の事務所が設
置されている建物であり、社区服務センター
か社区服務ステーションと呼ばれるワンス
テップに近いサービス提供拠点の建物であ
る。このような拠点は地域の中では、例えば
屋上に大きな文字で表記したりして分かり
やすく建物の場所を示している。住民は自分
の生活している社区にあるその拠点となる
建物に訪れると、社会保障の制度や社会福祉
のサービスに関する情報を含めて、各種公共
サービスの手続きを行なうこともできる。ま
た、拠点によって、高齢者向けのデイサービ
ス機能を果たすエルアを設けられている社
区もある。住民は日頃に公共サービスの手続
きをすることから、社区の拠点で働くソーシ
ャルワーカー（職員）との間に信頼関係を築
くことができると考えられる。 
 
③社区に根付いている共産党組織 
 共産党組織が都市部の社区に根付いてい
る。本研究で訪問した社区の居民委員会の主

任がほとんど共産党員で、社区居民委員会の
役員の中にも共産党員が少なくない。とりわ
け、長春市 C社区の社区居民委員会の主任は
共産党員で、日ごろには、地域の中に出向い
たり、住民からの相談を受けると家庭訪問を
したり、話し相手になったりして、社区の住
民と顔の見える関係を築いている。 
また、南京市の X社区では、社区居民委員

会の主任や住民と座談会を通して、社区の概
況や住民活動の取り組みなどについて紹介
していただきた。座談会に参加した住民は、
定年退職した方がほとんどで、その中には、
現役の時代から共産党員である方が多かっ
た。 
このように、住民と社区居民委員会の役員

との間に、日ごろから共産党組織を通して信
頼関係を築いている。このことは、中国都市
部の社区における住民情報の伝達における
「信頼」という構成要素を考察する際に参考
になると考える。 
 
（２）社区ごとに状況が異なる 
 本研究で訪問した都市部の社区は、それぞ
れの建設時期が異なり、また、それぞれの建
設された地域特性や住宅形態等によって、社
区の住民間の人間関係も異なる。例えば、南
京市の X社区では、住民の中の多くは現役時
代では同じ職場の人が多い。北京市の B社区
の圏域の中に、低所得者が集中している暮ら
しているエリアと高所得者層が集中してい
る高級マンションが1つの社区の中に混在し
ている。長春市の C社区では、平屋エリアと
集合住宅の集中しているエリアが混在して
いる。これらの要素は、社区の住民の信頼関
係やネットワークづくりを考察する際に、さ
らに今後にアンケート調査を行なう時のサ
ンプリングに参考する要素があると考えて
いる。 
 
（３）多様な情報管理の方法 
2016 年 8月中旬、中国・北京市の朝陽区に

ある「養老指導センター」を訪問し、センタ
ー長に対するインタビューを通して、朝陽区
の高齢者向けサービス供給の概況と特徴に
関する情報を収集した。当センターで取り扱
うサービス利用者の情報、およびサービス提
供者の情報に関する管理は外部委託してい
ることを明らかにした。 
また、当センターを中心に網状に形成して

いる社区の中で設置されている拠点を数ヵ
所か訪問し、高齢期になっても住み慣れた地
域コミュニティの中で暮らしを支える各拠
点の実践の現状と課題を確認することがで
きた。 
 
２）国際会議に参加して把握したこと 
2016 年 9月（10・11 日、大分大学）と 2017

年 9月(16・17 日、中国・南京大学)に開催さ
れた社会保障国際論壇（第 12 回、第 13 回）
に参加し、中国に関する報告より、中国にお



ける社会保障の概念、社会福祉の実践、社会
保障の中身の充実などの側面から、最新の実
践や研究成果および政策動向について把握
し、都市部社区における住民のニーズに対応
する取り組みを考察する情報を把握するこ
とができた。 
 
３）残された課題 
本研究では、中国の地域コミュニティ「社

区」で行なわれている情報伝達システムを日
本の地域コミュニティで応用する視点を用
い、日本への援用を視野に入れた日本の小地
域で形成する住民情報の伝達システムの構
造を提示することを当初のねらいとしてい
た。しかし、実際には、今回はそこまで到達
することはできなかった。今後は、日本の小
地域で形成する住民情報の伝達システムを
提示するように、日本の小地域でどのような
取り組みを行っているのかという実態を明
らかにする研究を行なう必要があるかと考
える。 
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